
85 84

お 知 ら せお 知 ら せ

　同志社の創立者新島襄と妻八重の私邸（1878年竣工、京都市指定有形文化財）を下記
のとおり公開します。
公 開 期 間：①通常公開
　　　　　　　2014年10月 2 日～11月27日、2015年 3 月 3 日～31日
　　　　　　　毎週　火・木・土曜日（祝日は除く）
　　　　　　　②特別公開
　　　　　　　2014年10月30日～11月5日の連続 7日間（御所の一般公開期間）
　　　　　　　　　　11月 9 日（ホームカミングデー）
　　　　　　　　　　11月29日（創立記念日）
　　　　　　　2015年 3 月20日～22日（卒業式）
公 開 時 間：10:00～16:00（入場15:30まで）
見 学 対 象：①通常公開
　　　　　　　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内にはあがれません）
　　　　　　　②特別公開
　　　　　　　旧邸周囲及び建物内部（母屋1階と附属屋）に入場可
入　場　料：無料
場　　　　所：京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町
団体見学申込：10名以上の団体は、予約が必要です。（個人は予約不要）

団体予約は、見学日の 1 週間前までに電話・FAX・E-mailで下記にお
申し込みください（電話の問い合わせは10:00～16:30まで）。

　　　　　　　〈申込先〉：ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
　　　　　　　　　　　　TEL：075-251-2716　　FAX：075-251-2736
　　　　　　　　　　　　E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　　　　　　※日・月・祝日は閉室しています。

※ 旧邸建物内を見学する場合、一度に入れる人数は20名程度とします。
※ 駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
※ バス・自家用車でお越しの際には、各自で駐車場を確保してください。
※ 見学形態が変更される場合もあります。お越しになる前に社史資料センターホームページ等でご確認
ください。

お問い合わせ：同志社大学　同志社社史資料センター
　　　　　　　TEL：075-251-3042　　FAX：075-251-3055
　　　　　　　E-mail：ji-shasi@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　※開室時間　9:00～11:30、12:30～17:00
　　　　　　　※土・日・祝日は閉室しています。

新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

入場無料

＜企画展のご案内＞
第 5回企画展
テ　ー　マ：「同志社と文学」
期　　　　間：2014年10月15日㈬～2014年12月21日㈰
場　　　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー 2階企画展示室（今出川キャンパス）
主　　　　催：同志社大学同志社社史資料センター
内　　　　容： 同志社はこれまで多数の著名な文学者を輩出してきました。本展では、

同志社の文学が生まれる素地を明治の同志社に探りながら、同志社と深
く関わりを持った文学者について、また文学に描かれた同志社を資料や
作品から紹介します。

休　館　日：月曜日

＜常設展示室『同志社の今』特別展示のご案内＞
特　別　展「松蔭寮50年―第 2の故

おう ち

郷―」
期　　　　間：2014年 9 月30日㈫～11月 2 日㈰
場　　　　所： ハリス理化学館同志社ギャラリー常設展示室「同志社の今」
　　　　　　　（今出川キャンパス）
主　　　　催：松蔭寮50周年記念展実行委員会
休　館　日：月曜日、10月 5 日㈰ ､ 12日㈰

第 4回特別展「詩人・尹東柱展」（仮）
期　　　　間：2015年 2 月13日㈮～17日㈫（全日開催）
場　　　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー常設展示室「同志社の今」
　　　　　　　（今出川キャンパス）
主　　　　催：尹東柱没後70年・詩碑建立20周年記念事業実行委員会

※ 開館時間はすべて10:00～17:00です。
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
※ バス・自家用車でお越しの際には、各自で駐車場を確保してください。
※ 休館日等、変更される場合があります。お越しになる前にホームページ等（http://harris.doshisha.
ac.jp/）でご確認ください。

お問い合わせ：同志社大学　同志社社史資料センター
　　　　　　　TEL：075-251-3042　　FAX：075-251-3055
　　　　　　　E-mail：ji-shasi@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　※開室時間　9:00～11:30、12:30～17:00
　　　　　　　※土・日・祝日は閉室しています。

お 知 ら せお 知 ら せ

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

入場無料
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

幼稚園教諭 遠藤　稚絵
小学校事務長 藤井　邦宏

香里中学校・高等学校事務長 藤井　信弘
女子大学生活科学部准教授 平光　睦子

○大学神学部教授 石川　　立
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

大学文学部教授 金谷　益道
大学政策学部教授 川井　圭司
女子大学薬学部教授 川崎　清史

国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行
法人事務部長 北　　幸史

女子大学総務部広報課長 北村　博子
大学生命医科学部准教授 小林　耕太

大学法学部准教授 黒坂　則子
大学グローバル地域文化学部准教授 三原　芳秋

女子大学現代社会学部教授 三宅えり子
大学グローバル・コミュニケーション学部准教授 Peter NEFF

女子大学学芸学部助教 二瓶　　晃
大学心理学部教授 興津真理子
大学経済学部准教授 奥田　以在

大学スポーツ健康科学部助教 庄子　博人
大学文化情報学部教授 鋤柄　俊夫
大学企画部広報室長 角谷　千尋
大学理工学部教授 高橋　和彦

法人事務部校友同窓課長 田中　裕一
大学社会学部准教授 寺井　基博

女子中学校・高等学校事務長 植村　千秋
大学企画部広報課長 植村　　巧
大学商学部准教授 瓜生原葉子

女子大学表象文化学部教授 若本　夏美
国際学院事務長 山口　晃司
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（1冊分200円）のみのご負担でご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-8580　京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学企画部広報課

同志社時報　第138号
編集人　　石川　立
発行人　　水谷　誠

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課同志社時報係

電話（075）251－3120
印刷所　日本写真印刷株式会社
２０１４年１０月１日発行

お 知 ら せお 知 ら せ

　同志社女子大学は2015年 4 月に看護学部看護学科の開設を計画しています。（設置認
可申請中）。今回の企画展ではそのルーツともいえる、新島襄が設立した同志社病院・
京都看病婦学校の歴史や、キリスト教主義の教えのもと医療や福祉の方面で尽力した同
志社女学校、京都看病婦学校の卒業生たちを紹介します。また、京都看病婦学校で着用
されていたユニホームを、このたび再現し展示いたします。

期　　　　間：2014年11月21日㈮～2015年 7 月31日㈮
時　　　　間：10:00～16:00
閉　室　日：土・日曜日、祝日（ただし、11月22日、23日、24日を除く）
　　　　　　　2014年12月25日㈭～2015年1月 2日㈮
　　　　　　　2015年 4 月30日㈭～ 5月 1日㈮
場　　　　所：同志社女子大学史料室
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館 1階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学

★公開講演会：日時：2015年 1 月24日㈯　13:00～14:00（終了予定）
　　　　　　　演題：「人生を、病む人苦しむ人のケアに捧げる」
　　　　　　　講演者：小野尚香氏（畿央大学　教育学部現代教育学科　教授）
　　　　　　　会場：同志社女子大学今出川キャンパス

お問い合わせ：同志社女子大学史料室
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200
　　　　　　　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

真実ノ愛心ヲ以テ真実ノ愛心ヲ以テ
―同志社女学校、同志社病院・京都看病婦学校――同志社女学校、同志社病院・京都看病婦学校―

同志社女子大学史料室
第19回企画展

京都看病婦学校校舎
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１
８
６
４
年
６
月
14
日
夜
半
、
新
島

襄
は
函
館
で
知
己
を
得
た
福
士
卯
之
吉

の
幇
助
の
も
と
国
禁
を
冒
し
て
日
本
を

脱
出
し
ま
し
た
。
函
館
の
波
止
場
か
ら

福
士
の
用
意
し
た
小
舟
を
漕
ぎ
出
し
沖

合
に
碇
泊
す
る
ベ
ル
リ
ン
号
に
乗
り
込

み
ま
し
た
。
同
志
社
誕
生
前
史
の
開
幕

で
す
。
今
年
は
新
島
が
脱
国
し
た
そ
の

年
か
ら
数
え
て
１
５
０
年
目
に
当
た
り

ま
す
。

　

こ
の
年
は
、
同
志
社
の
原
点
と
も
言

う
べ
き
出
来
事
が
続
け
ざ
ま
に
起
こ
っ

た
き
わ
め
て
稀
有
な
年
で
す
。

　

新
島
の
出
立
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
島
は
家
族
と
別
れ
、
生

ま
れ
育
っ
た
江
戸
か
ら
離
れ
、
海
の
向

こ
う
の
世
界
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
快

風
丸
に
も
う
一
度
乗
り
込
ん
で
、
函
館

に
向
か
い
ま
し
た
。
函
館
で
は
、
脱
国

の
機
会
を
伺
う
間
に
、
ポ
ー
タ
ー
商
会

店
員
、
前
述
の
福
士
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
号
の
セ
イ
ヴ
ォ

リ
ー
船
長
に
助
け
ら
れ
た
の
ち
、
上
海

で
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
率
い
る
商
船
に
乗

り
換
え
ま
す
。
こ
の
商
船
ワ
イ
ル
ド
・

ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
主
こ
そ
が
、
新
島

の
生
涯
の
恩
人
、
ア
ル
フ
ェ
ウ
ス
・
ハ

ー
デ
ィ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。
１
８
６
４

年
は
ま
る
で
、
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー
デ
ィ

ー
氏
の
も
と
に
新
島
を
引
き
寄
せ
る
糸

が
見
え
る
よ
う
な
年
で
し
た
。

　

さ
て
、『
同
志
社
時
報
』
１
３
８
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
の
特
集

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
新
島
襄
海
外

渡
航
１
５
０
周
年
記
念
」
で
す
。
特
集

の
記
事
と
し
て
は
「
新
島
の
足
跡
を
辿

る 

碑
前
祭
ツ
ア
ー
」
を
取
り
上
げ
て

お
り
ま
す
。
同
志
社
に
と
っ
て
の
１
８

６
４
年
に
改
め
て
思
い
を
馳
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

特
集
以
外
の
記
事
も
、
も
ち
ろ
ん
楽

し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
今
の
同
志
社
に
つ
い
て
も
情
報
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ご
講
演
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、『
時

報
』
の
た
め
に
筆
を
執
っ
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
方
々
に
紙
面
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
石
川
）

お詫びおよび訂正

　前号（第137号、61頁
～62頁）掲載の『「新島
遺品庫より」―collec-
tion5―伝山本覚馬所用
長巻』は、外部からのご
指摘により調査した結果、
山本覚馬との関係性は見
い出せないことが判明い
たしましたので、ここに
深くお詫びして訂正いた
します。
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